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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第16期

第１四半期連結
累計期間

第17期
第１四半期連結
累計期間

第16期

会計期間

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成23年
10月１日
至平成23年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成23年
９月30日

売上高（千円） 1,715,1711,626,4597,220,184

経常利益（千円） 26,189 100,947 997,033

四半期（当期）純利益（千円） 36,260 71,843 665,942

四半期包括利益又は包括利益（千円） △734 73,609 583,374

純資産額（千円） 4,404,7483,563,1163,738,643

総資産額（千円） 7,872,4136,352,9156,089,122

１株当たり四半期（当期）純利益金額（円） 3.32 6.75 61.78

潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純

利益金額（円）
3.30 6.74 60.86

自己資本比率（％） 43.5 56.1 61.4

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税は含んでおりません。

３．第16期第１四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」

（企業会計基準第25号　平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４．当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号  平成

22年６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号  

平成22年６月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号  平成

22年６月30日）を適用しております。

　　当社は、当第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割

が行われたと仮定し、１株当たり四半期（当期）純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利

益を算定しております。　

　

２【事業の内容】

　当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な

変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第１四半期連結累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載し

た事業等のリスクについての重要な変更はありません。 

 

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（1）業績の状況

当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、歴史的な円高による企業環境の悪化、海外景気の下振れリスク

などの要因により、先行き不透明感はより一層増しております。また、将来見通しに関する消費者心理にはわずかな

がら改善の兆しが見られるものの、雇用情勢など環境面の厳しさは依然として継続しており、一進一退の景況感と

なっております。

このような状況のもと、当社グループは、日本最大級の保険比較サイト「保険市場（ほけんいちば）」を基幹と

し、保険情報の提供から保険契約の締結に至るまでの「一気通貫型のサービス」を提供しております。お客様のあら

ゆるライフ・サイクルから派生する保険ニーズの受け皿となることにより、当社グループは質量ともに圧倒的な集

客力を確保してまいりました。

これにより来店型店舗「保険市場（ほけんいちば）」においては、徹底したお客様志向の相談体制の下で新規契

約の増加を図り、「Web to Call to Real」の効率的・効果的な営業体制を実現すると共に、ますます需要が高まっ

ているネット完結型保険商品の販売力強化も併せて実現しております。  

また、着実に増加しているお客様情報を活用するために、元受保険会社及び来店型保険ショップやコンサルティン

グ営業を展開する他の保険代理店と協同して対応する「協業」戦略を更に強化してまいります。

今後とも、「お客様が最適・快適な購買環境で、簡単便利に保険を購入いただく」ことを基本方針とし、あらゆる

保険ニーズに対応できるプラットホーム戦略を推進し、お客様のニーズに機敏に対応してまいります。

この結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は1,626百万円（前年同期比5.2％減）、営業利益は108百万円（前

年同期比10.0％減）、経常利益は100百万円（前年同期比285.5％増）、四半期純利益は71百万円（前年同期比98.1％

増）となりました。

セグメントの業績は次のとおりであります。

保険代理店事業におきましては、営業収益は1,585百万円（前年同期比3.2％減）、営業利益は100百万円（前年同

期比13.2％減）となりました。

広告代理店事業におきましては、売上高は50百万円（前年同期比46.6％減）、営業利益は8百万円（前年同期比

31.8％減）となりました。

再保険事業におきましては、元受保険各社との紐帯強化をベースに、当第１四半期連結累計期間における売上高は

31百万円（前年同期比68.2％増）、営業損失は0百万円（前年同期5百万円の営業損失）となりました。

　

（2）資産、負債及び純資産の状況

当第１四半期連結会計期間末の財政状態は、前連結会計年度末に比べ総資産は263百万円増加し6,352百万円、負債

は439百万円増加の2,789百万円、純資産は175百万円減少の3,563百万円となりました。

資産の増加の主な要因は、現金及び預金の増加305百万円であります。負債の増加の主な要因は、短期借入金の増加

384百万円であります。また、純資産の減少の主な要因は配当等による利益剰余金の減少88百万円であります。

　

（3） 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に、重要な変更及び新た

に生じた課題はありません。 

　

（4）研究開発活動

該当事項はありません。 
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 42,000,000

計 42,000,000

②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成23年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成24年2月13日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 10,999,100 10,999,100

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）　

単元株式数

100株

計 10,999,100 10,999,100 － －

(注)　「提出日現在発行数」欄には、平成24年２月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使（旧商

法に基づき発行された新株引受権の権利行使を含む。）により発行された株式数は含まれておりません。

　　

（２）【新株予約権等の状況】

　　　　　該当事項はありません。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。　

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式総

数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増

減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成23年10月１日

(注）
10,889,10910,999,100 － 2,915,314 － 16,005

 　（注）平成23年９月30日の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、所有する普通株式を１株につき100株の割合を

　　　　　もって分割いたしました。

　

 　

（６）【大株主の状況】

　　当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

EDINET提出書類

株式会社アドバンスクリエイト(E05280)

四半期報告書

 4/18



（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

 平成23年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　  417,700 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 10,581,200 105,812 －

単元未満株式 普通株式　　　　200 － －

発行済株式総数 　　 　　10,999,100 － －

総株主の議決権 － 105,812 －

（注）平成23年10月１日付にて普通株式1株を100株に株式分割し、100株を１単元とする単元株制度を採用しておりま

　　　す。

　

②【自己株式等】

 平成23年12月31日現在

所有者の氏名又は
名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社アドバンス

クリエイト

大阪市中央区瓦町

三丁目５番７号
417,700 － 417,700 3.80

計 － 417,700 － 417,700 3.80
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２【役員の状況】

該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、当第１四半期連結会計期間（平成23年10月１日から平

成23年12月31日まで）及び当第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表について、桜橋監査法人による四半期レビューを受けております。

なお、当社の監査人は次のとおり交代しております。

第16期連結会計年度　　　　　阪神公認会計士共同事務所公認会計士小谷陽亮氏、山中雄太氏

第17期第１四半期連結会計期間及び第１四半期連結累計期間　　　　　桜橋監査法人　
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 420,089 725,843

受取手形及び売掛金 1,726,848 1,731,545

繰延税金資産 147,345 147,345

その他 242,898 267,549

流動資産合計 2,537,181 2,872,283

固定資産

有形固定資産 500,963 509,139

無形固定資産

のれん 120,328 113,643

広告実施権等 150,496 141,133

ソフトウエア 407,881 372,207

その他 113,854 106,702

無形固定資産合計 792,562 733,687

投資その他の資産

投資有価証券 171,940 165,155

保険積立金 1,121,175 1,121,311

差入保証金 651,715 652,114

繰延税金資産 207,469 201,377

その他 94,619 87,936

投資その他の資産合計 2,246,920 2,227,894

固定資産合計 3,540,445 3,470,721

繰延資産 11,495 9,910

資産合計 6,089,122 6,352,915

負債の部

流動負債

短期借入金 ※1
 701,000

※1
 1,085,000

未払法人税等 34,761 9,990

賞与引当金 119,810 61,570

店舗閉鎖損失引当金 － 5,003

代理店手数料戻入引当金 34,804 63,203

その他 748,527 820,098

流動負債合計 1,638,903 2,044,865

固定負債

社債 360,000 360,000

退職給付引当金 86,017 93,693

資産除去債務 － 44,527

その他 265,558 246,712

固定負債合計 711,575 744,933
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（単位：千円）

前連結会計年度
(平成23年９月30日)

当第１四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

負債合計 2,350,478 2,789,799

純資産の部

株主資本

資本金 2,915,314 2,915,314

資本剰余金 483,707 475,193

利益剰余金 544,751 456,624

自己株式 △212,873 △293,525

株主資本合計 3,730,900 3,553,607

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,682 7,449

その他の包括利益累計額合計 5,682 7,449

新株予約権 2,060 2,060

純資産合計 3,738,643 3,563,116

負債純資産合計 6,089,122 6,352,915
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

売上高 ※1
 1,715,171

※1
 1,626,459

売上原価 540,142 450,982

売上総利益 1,175,029 1,175,476

販売費及び一般管理費 1,054,242 1,066,778

営業利益 120,786 108,698

営業外収益

受取利息及び配当金 569 449

その他 4,395 450

営業外収益合計 4,965 899

営業外費用

支払利息 7,764 5,648

開発費償却 10,055 －

保険業法第113条繰延資産償却 63,736 －

その他 18,005 3,002

営業外費用合計 99,562 8,650

経常利益 26,189 100,947

特別利益

貸倒引当金戻入額 1,274 －

投資有価証券売却益 － 1,309

特別利益合計 1,274 1,309

特別損失

投資有価証券売却損 － 8,779

店舗閉鎖損失 ※2
 19,948

※2
 5,012

その他 941 4,957

特別損失合計 20,889 18,749

税金等調整前四半期純利益 6,574 83,508

法人税、住民税及び事業税 7,045 5,800

法人税等調整額 － 5,865

法人税等合計 7,045 11,665

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△471 71,843

少数株主損失（△） △36,731 －

四半期純利益 36,260 71,843
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【四半期連結包括利益計算書】
【第１四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第１四半期連結累計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自　平成23年10月１日
　至　平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△471 71,843

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △263 1,766

その他の包括利益合計 △263 1,766

四半期包括利益 △734 73,609

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 35,996 73,609

少数株主に係る四半期包括利益 △36,731 －
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【会計方針の変更等】

当第１四半期連結累計期間
（自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日）

（１株当たり当期純利益に関する会計基準等の適用）

  当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号  平成22年６月

30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号  平成22年６月30日）

及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号  平成22年６月30日）を適用しており

ます。

  当第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行われたと仮

定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

  なお、これによる影響については、「１株当たり情報」に記載しております。

  
【追加情報】

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

　当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の

訂正に関する会計基準」(企業会計基準第24号　平成21年12月4日)及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準

の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月4日）を適用しております。

　

(資産除去債務の計上）　

当社グループは、本社及び店舗等における不動産賃貸借契約に基づき、契約終了時における原状回復義務を負っており

ますが、前連結会計年度において当該債務に関する賃借資産の使用期間が明確でなく、原状回復義務の履行時期を合理的

に見積もることが困難であることから、当該債務に見合う資産除去債務を計上しておりませんでした。当第１四半期連結

会計期間において、店舗については当該債務に関する賃借資産の使用期間及び原状回復義務の履行時期を合理的に見積

もることが可能となったため、新たに資産除去債務44,527千円を計上し、使用見込み期間（７年～１０年）に渡って費用

処理しております。　
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【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

前連結会計年度
（平成23年９月30日）

当第１四半期連結会計期間
（平成23年12月31日）

※１．当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的

な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締

結しております。この契約に基づく当連結会計年度

末の借入未実行残高は次のとおりであります。

     

当座貸越極度額 1,900,000千円

借入実行残高 600,000千円

差引額 1,300,000千円

　

※１．当社及び連結子会社においては、運転資金の効率的

な調達を行うため取引銀行３行と当座貸越契約を締

結しております。この契約に基づく当連結会計年度

末の借入未実行残高は次のとおりであります。

     

当座貸越極度額 1,900,000千円

借入実行残高 800,000千円

差引額 1,100,000千円

２．偶発債務 

　当社では、平成23年６月29日付にて、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社より、82,824千円の委託料請求及

び遅延損害金訴訟を提起されております。 

　当該訴訟の内容は、当社が同社に委託したシステム開発業

務に関して、費用の支払を要求するものであります。 

　当社といたしましては、伊藤忠テクノソリューションズ株

式会社が開発したソフトウェアは当該契約に基づいて合意

された内容のものとなっておらず、債務不履行の状態にあ

り、当社が支払責任を負う理由はなく、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社の請求は根拠のないものと認識し

ております。 

　また、当社は、弁護士と相談の上で、伊藤忠テクノソリュー

ションズ株式会社に対して、既払開発委託料の返還及び損

害賠償を求める反訴を提起することを決議しております。 

 ２．偶発債務 

　当社では、平成23年６月29日付にて、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社より、82,824千円の委託料請求及

び遅延損害金訴訟を提起されております。 

　当該訴訟の内容は、当社が同社に委託したシステム開発業

務に関して、費用の支払を要求するものであります。 

　当社といたしましては、伊藤忠テクノソリューションズ株

式会社が開発したソフトウェアは当該契約に基づいて合意

された内容のものとなっておらず、債務不履行の状態にあ

り、当社が支払責任を負う理由はなく、伊藤忠テクノソ

リューションズ株式会社の請求は根拠のないものと認識し

ております。 

　また、当社は、弁護士と相談の上で、伊藤忠テクノソリュー

ションズ株式会社に対して、既払開発委託料の返還及び損

害賠償を求める反訴を提起することを決議しております。 

３．保証債務 

　ESOP信託の導入にともない従業員持株会支援信託におけ

る金融機関からの借入に対して債務保証を行っておりま

す。 

　　従業員持株会支援信託口（株式会社アドバンスクリエ
イト）　199,610千円

 ３．保証債務 

　ESOP信託の導入にともない従業員持株会支援信託におけ

る金融機関からの借入に対して債務保証を行っておりま

す。 

　　従業員持株会支援信託口（株式会社アドバンスクリエ
イト）　199,610千円　　

（四半期連結損益計算書関係）

前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

　※１.　代理店手数料戻入引当金繰入額について

売上高の控除項目として処理しており、金額は下記の

とおりであります。

代理店手数料戻入引当金繰入額　27,725千円　

※１.　代理店手数料戻入引当金繰入額について

売上高の控除項目として処理しており、金額は下記の

とおりであります。

代理店手数料戻入引当金繰入額　28,399千円　　　　　　　　

　※２．店舗閉鎖損失には店舗閉鎖損失引当金繰入額

　　　　9,605千円が含まれております。　

※２．店舗閉鎖損失には店舗閉鎖損失引当金繰入額

　　　5,003千円が含まれております。　
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（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び前第１四半期連結累計期間に係る四半期

連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無

形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
(自  平成22年10月１日
  至  平成22年12月31日)

当第１四半期連結累計期間
(自  平成23年10月１日
  至  平成23年12月31日)

減価償却費

のれんの償却額

96,638千円

7,888千円

減価償却費

のれんの償却額

88,248千円

6,684千円

　
　
　

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議）　 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

　平成22年11月12日

　取締役会
　普通株式 164,142 1,500平成22年9月30日平成22年12月24日利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

１．配当に関する事項

配当金支払額

（決議）　 株式の種類
配当金の総額

（千円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

　平成23年11月11日

　取締役会
　普通株式 159,970 1,500平成23年9月30日 平成23年12月26日 利益剰余金

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

　該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント

合計

　 四半期連結

調整額 損益計算書

（注）1 計上額

保険代理店

事業

広告代理店

事業

損害保険事

業
再保険事業 　

（注）2

売上高 　 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,582,55679,83434,03618,7441,715,171 － 1,715,171

セグメント間の内部売上

高又は振替高
55,36314,626 － － 69,989△69,989 －

計 1,637,91994,46034,03618,7441,785,160△69,9891,715,171

セグメント利益又は損失

（△）
115,98212,149 － △5,705122,426△1,639120,786

（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額△1,639千円にはセグメント間取引消去△435千円及び

　　　のれんの償却額△1,203千円が含まれております。　　　

　　　２.セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

　

Ⅱ　当第１四半期連結累計期間（自　平成23年10月１日　至　平成23年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　（単位：千円）

　

報告セグメント

合計

　 四半期連結

調整額 損益計算書

（注）1 計上額

保険代理店事

業

広告代理店事

業
再保険事業 　

（注）2

売上高 　 　 　 　 　 　

外部顧客への売上高 1,560,03734,899 31,5211,626,459 － 1,626,459

セグメント間の内部売上高

又は振替高
25,310 15,555 － 40,865△40,865 －

計 1,585,34750,455 31,5211,667,324△40,8651,626,459

セグメント利益又は損失

（△）
100,625 8,286 △364 108,548 150 108,698

　（注）１.セグメント利益又は損失（△）の調整額150千円にはセグメント間取引消去150千円が含まれて

おります。　　　

　　　２.セグメント利益又は損失（△）は四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

　　　　３．前第１四半期連結累計期間において、「保険代理店事業」、「広告代理店事業」、「損害保険事

業」、「再保険事業」の４つを報告セグメントとしておりましたが、平成23年６月１日付でアド

リック損害保険株式会社が、あいおいニッセイ同和損害保険株式会社に吸収合併されたことによ

り、「保険代理店事業」、「広告代理店事業」、「再保険事業」の３つに変更しております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
前第１四半期連結累計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

当第１四半期連結累計期間
（自　平成23年10月１日
至　平成23年12月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 3円32銭 6円75銭

（算定上の基礎） 　  

四半期純利益金額（千円） 36,260 71,843

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 36,260 71,843

普通株式の期中平均株式数（株） 10,920,300 10,633,446

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 3円30銭 6円74銭

（算定上の基礎）  　

四半期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 63,537 12,957

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前連結会計年度末から重要な変動があったも

のの概要

－　 －　

（注）当社は、平成23年10月１日付で普通株式１株につき普通株式100株の割合で株式分割を行っております。前連結会計

年度の期首に当該株式分割が行われたと仮定して１株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半

期純利益金額を算定しております。

　

（会計方針の変更）

　当第１四半期連結会計期間より、「１株当たり当期純利益に関する会計基準」（企業会計基準第２号  平成22年

６月30日）、「１株当たり当期純利益に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第４号  平成22年６

月30日）及び「１株当たり当期純利益に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第９号  平成22年６月30日）を

適用しております。

　当社は、当第１四半期連結会計期間において株式分割を行いましたが、前連結会計年度の期首に当該株式分割が行

われたと仮定し、１株当たり四半期純利益及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益を算定しております。

　これらの会計基準等を適用しなかった場合の、前第１四半期連結累計期間の１株当たり四半期純利益及び潜在株

式調整後１株当たり四半期純利益は、以下のとおりです。

　１株当たり四半期純利益金額　332円04銭

　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額　330円11銭　　

　

（重要な後発事象）

　     該当事項はありません。

 

２【その他】

該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成24年２月13日

株式会社アドバンスクリエイト

取締役会　御中

桜橋監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 川﨑　健一　　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 立石　亮太　　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社アドバン

スクリエイトの平成23年10月１日から平成24年９月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（平成23年10月

１日から平成23年12月31日まで）及び第１四半期連結累計期間（平成23年10月１日から平成23年12月31日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につ

いて四半期レビューを行った。

　

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結

論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して

四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、

分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

　

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社アドバンスクリエイト及び連結子会社の平成23年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

すべての重要な点において認められなかった。

　

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

　２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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